
第
四
小
学
校
の
通
学
路
の
う

ち
地
図
中
の

の
区
域
は
、

午
前
７
時
か
ら
午
前
８
時
半
の

間
、
進
入
禁
止
に
な
っ
て
い
ま

す
。子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
通
学

の
た
め
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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筆の里工房１月の休館日
１月１～４日･７日･15日（火）･21日･28日

〒731 4293 広島県安芸郡熊野町3115 １
TEL(082)855 3010 FAX(082)855 3011
開館時間9:30～17:00（入館は16:30まで）
URL:http://www.fude.or.jp/

週末を中心に、筆あそびをテーマに開催している

教室の作品展。

何かを始めたいと思っている方は必見です！

入館料 大人３００円 小中高生１５０円

全国からたくさんの応募があった「絵てがみ年賀

状」の作品展を開催します。多数の応募ありがとう

ございました。

期 間 １月２９日 ～２月２４日

入館料 大人３００円 小中高１５０円

初心者を対象に３月から上田宗箇流の茶道教室を

開催します。自然に囲まれ、ゆったりと茶道に親し

みませんか。

日 時 毎週第２・４金曜日 10:00～12:00

受講料 ９，０００円（３ヶ月）

水屋料 ３，０００円（３ヶ月）

定 員 １０人

上田宗箇流記念お茶会（受講生のみ参加可）

講 師 上田宗箇流家元宗匠 上田 宗嗣

日 時 ２月22日（金）10:00～

筆の魅力あふれるいろいろな作品を募集します。

募集作品 筆跡で表現した未発表作品

応募資格 個人またはグループ

募集部門 一般・小中学生以下

作品規定 平面・立体

応募方法 一次審査は写真審査

募集期間 １月５日 ～２月11日祝

入 賞 筆あそび大賞１点 賞状・副賞30万円

佳作・奨励賞

絵てがみ年賀状作品展

上田宗箇流茶道教室

第６回「筆あそび大賞」作品募集

※各詳細は筆の里工房にお問い合わせください。

アートスクウェア2002作品展

●期 間 と 作 品 内 容●

期 間 作 品 内 容

１月16日 ～
１月27日

画讃・表装・印・手描友禅
日本画・水彩画・実用書道

１月29日 ～
２月３日

水墨画

２月５日 ～
２月17日

イラスト・絵てがみ・かな・
写経・文字あそび・メイク・
キッズアート・写生

ご
存
知
で
す
か
？

（
学
校
教
育
課
℡
820
―
５
６
２
０
）



昨
年
の
12
月
９
日

、
広
島
県

立
熊
野
高
等
学
校
創
立
25
周
年
を

記
念
し
て
、
熊
野
高
校
同
窓
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
期
生
か
ら
第
21
期
生
の
卒

業
生
や
恩
師
の
先
生
方
が
集
い
、

久
し
ぶ
り
に
母
校
の
話
題
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。
特
に
、
母
校
の
最

近
の
ニ
ュ
ー
ス
や
将
来
の
展
望
に

つ
い
て
熱
い
会
話
が
交
わ
さ
れ
、

３
時
間
の
会
も
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
は
も
っ
と
参
加
者
を
集
い
、

盛
大
に
同
窓
会
を
開
催
す
る
事
を

誓
い
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

熊
野
高
校
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、

ま
た
次
回
の
同
窓
会
で
、
母
校
で

あ
る
熊
野
高
校
に
つ
い
て
一
緒
に

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？

寒
い
格
技
場
の
中
を
熱
気
ム
ン

ム
ン
と
さ
せ
て
い
る
の
は
空
手
部

で
す
。
基
礎
体
力
づ
く
り
、
組
手
、

形
な
ど
の
稽
古
を
と
て
も
真
剣
に

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は

多
く
の
大
会
に
挑
戦
を
し
て
実
績

を
残
し
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
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（鰻碓） 地元、熊野高校を通じて、地域と学校について考えていきます。

同
窓
会
開
催
さ
れ
る

熊
野
高
等
学
校

今
、
空
手
部
が
熱
い
！

▲熊高祭で模範演技を披露して
いるところ

【
熊
野
婦
人
俳
句
会
】

紅
葉
冷
え
し
て
鉛
筆
の
短
さ
よ

工

藤

義

夫

回
覧
板
届
け
て
戻
る
石
蕗
日
和

阪

本

清

子

ま
ま
ご
と
の
夕
餉
そ
の
ま
ゝ
霧
に
濡
れ

立

花

よ
し
え

柿
二
つ
林
檎
に
混
り
籠
の
中

堀

野

眞
理
子

遣
り
場
な
き
目
し
て
吹
か
る
る
捨
案
山
子

亀

谷

し
ず
恵

大
杉
に
響
く
太
鼓
や
秋
祭

山

崎

貞

子

日
照
雨

そ

ば

え

過
ぎ
山
の
裾
ま
で
芒
原

大

田

文

子

湯
帰
り
の
遠
廻
り
し
て
夕
芒

上

野

啓

子

た
わ
わ
な
る
柿
の
一
枝
貰
ひ
け
る

久
保
田

フ
ク
ヨ

初
時
雨
虹
を
残
し
て
ゆ
き
に
け
り

隠

土

信

子

【
西
公
民
館
俳
句
グ
ル
ー
プ
】

柿
熟
る
る
家
に
子
の
無
き
夫
婦
か
な

西

村

柳

子

深
秋
や
金
網
錆
び
し
御み
輿こし
庫くら

別

府

藤

絵

稲
の
穂
の
熟
れ
る
匂
ひ
や
道
祖
神

渡

辺

文

栗
の
毬
蹴
っ
て
急
げ
る
登
校
児

高

橋

喜
美
子

薪
作
り
井い
桁げた
に
積
ん
で
冬
に
入
る

長

山

法

江

秋
草
や
片
足
浮
か
す
道
祖
神

尺

田

せ

つ

栗
の
飯
夫
と
二
人
の
昼ひる
餉げ
か
な

荒

谷

逸

子

渋
抜
き
の
頃
合
ひ
と
な
る
柿
を

ぐ

関

村

光

子

箱
電
車
居
眠
り
の
子
に
秋
日
照
る

南

村

マ
サ
子

椿
の
実
落
ち
弾
け
た
る
雨
の
中

進

藤

聿

美

い
り
こ
干
す
島
の
入
江
に
鴨
来
る

木

村

里
風
子

く
ま
の
俳
壇
熊
野
俳
句
同
好
会




